











　 実験動物 として雄性の脳卒中易発症高血圧 自然発症
ラ ッ ト(Stroke-prone　 Spontaneously　 hypertensive　rat:
SHRSP)を 用いた。本研究は、「青森県立保健大学動物
実験 に関する指針」に則って実施 した。飲料水 は1%食
塩水 とした。8週 齢の本飼育開始時から2週 間ごとに非
観血式血圧計(室 町機械株式会社)を 用いて尾部カフ法
で測定した。飼育開始後4週 目に、ラットを1匹 ずつ代
謝ケージ(TECNIPLAST社)に 入れ、糞 と尿 を採取 した。






形を2度 微分 したものである。本研究ではヒ ト用の加速
度脈波計測システム アルテッ ト(株 式会社ユメディカ)
に増幅器搭載USBデ ー タロガーユニッ ト(株 式会社ユ
メディカ)で 増幅 させ、USBデ ータロガー対応加速度
脈波変動解析 ソフ ト(株 式会社ユメディカ)用 い、ラッ
トの尾部から加速度脈波を測定 した。ラットはホルダー
に入れ、暗所で6～7分 間保温(35℃)し 、暗所で保温
(33℃)し なが ら加速度脈波 を測定 した。
　 2)血 漿および尿中の電解質濃度の測定
　血漿および尿中のナ トリウム、カリウム、塩素濃度は
イオン選択性分析装置富士 ドライケム(富 士写真 フイル
ム株式会社)を 用いて測定 した。尿 中クレアチニンは
Jaffe法 を用いて測定 した。
　 3)糞 中の電解質濃度の測定
　糞 中のナ トリウム、 カリウム、 カル シウム濃度 は、
糞 を湿 式灰化 し、高周波 プラズ マ質量分析 装置4500
SERIES　 ICP-MS(HEWLETT　 PACKARD)で 測定 した。
　 2.加 速度脈波の分析 ・解析
　脈波変動計測ソフ トウエアOPG-02(株 式会社ユメディ




グラフか ら脈波 らしい区間を読み取 り、その区間の折れ
線 グラフを作成 し、波形 を確認 した。同 じ区間の加速
度脈波の波形データか ら、折 れ線グラフを作成 し、波
形を確認 した。再解析 ソフ トを用いて抜 き出した区間か
ら10秒 間の容積脈波を2回 微分 した加速度脈波の平均













d、e波 と名づけられている5つ の明確 な要素波を持 ってい
る。動脈が老化するにつれ、b波は浅くなり、d波は深くなっ
ていく。研究分担者である高田は、各要素波を組み合わせ、
Waveform　 indexを 考案した。このWaveform　 indexは 血
管の老化や動脈硬化の程度を示す1)。
　一方、実験動物を用いた動脈硬化研究では、大動脈や




て加速度脈波を測定 し、 ヒトの加速度脈波 と同様 な波形












はより低い方 を採用 した。相 関はPearsonの 相 関係数
を求め、統計学的な有意水準は5%と した。
Ⅳ.結 果および考察
　加速度脈波 を測定 した30匹 のうち@@_dataが 作成
で きたのは、19匹 であった。
　各要素波のパ ターンをヒ トの場合 と比較 して異なるか
どうか を検討 したところ、ラッ トの心拍数は1分 間に







濃度に正の相 関(Pearsonの 相関係数0.510)が 、時 間
と収縮期血圧(Pearsonの 相関係数-0.454)、 腎臓重量割
合(Pearsonの 相関係数-0.616)、 血漿ナ トリウム/カ リ
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